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言

VdeBacm囎 は逓常鶏卵培地或 は1%血 満寒天培

地によ く発育す るが,BCGや 他 の結核菌に比すれぼ著

しくdysgeniaで あるといわれDの,我 々 も第1報 窪)に

おいて聯か この点 に触れておいた。就 中馬鈴薯培地や液

体培地 における培養成績は従来 の報 告によれば殆 ん どい

ずれ も否定的 で,例 えばSa#toll,Lζm9,Wong-Wein-

xirl等 には凡て充分な発育 を 見 ることができないとい

わ2t2>僅 か にGrasset等 のTateraAfraの 組織滲出

液 を加えた液体培地 に良好 な発育を営んだ とい う報告の

をみ るにす ぎない。 もしこのよ うに通常用いられ る培地

のいずれ も不適 当であるとす るな らば,V。1eBacill"s

に関す る凡ゆる笑験は常 に固形培地 上の集落 を掻 き坂 る
ゑ

ことか ら撮発 しな くてはならない今 しか しそれは手 捜の

上か ら も,菌 の収量が少い点 から も不便 であるばか りで

な く,菌 のGrowthpha$eや 物質代謝や ツベルク リン物

質な どについての研究 を推進す る上 に極めて不利 である

といわ ざるを得 ない○ この意駿か ら,我 々は之等 の培地

上におけるVo/cRacill"iの 発育経 過を知 ることが♪

た とえdysgokicで あるにせ よ,ま ず必要 であると考 え

たので,鶏 卵培地への移殖 を行 う傍,各 種 の培地へ の移

殖 を試 みた所,そ れ等 の上 において も集落 或は菌膜が可

成 り艮 く発 育 しうることを確かめ ることが できた。以下

その成績 を述 ぺ よ うと思 ㌔ 毒

2予 備 実 験 と して 行 わ れ,現 在 も試 み ら れ つ つ あ る

各 種 液 体 培 地 及 び 馬鈴 薯 培 地 にお け る発育 に つ い て

(1)Kirchner-Sy-Ser(K。S。S)培 地x(P-7.2)

鶏 卵 培 地 か ら移 植 した 初代 は 発育 が 遅 く,中 試 験 管 液

面 を被 うに約4週 を要 した。Kirchner-Minas-Ser培 地

では殆 ん ど発育が みられ なかつた。

(2)Sa電o澄 培地(PH7。2)

K・S・S培地か ら移植 した初蛾 は発育が非常 に遅 く,3

週で漸 く100c£・コルベ ン(培地30cc)の 液面 雪を被5

にす ぎなかつ たが ・L・B・P培 地(後 述)か ら移植 したも

のは比較的 ポ く発育 し,3代 継代す ると菌膜は4週 で同

容量 コルペ ソの壁 に登 るよ うになつた◇

(3)肝 臓(モ ルモ ツ ト)ブイ ヨソ(L・B)培 地騒(PH

7、2)

著 者の1人 関 の考案 した培地である。K・S・S培 地初

代培養か ら移植 した菌膜 は,SalxtOn培 地 におけ るより

も発 育が遙 かに良 く,3週 で100c.c,容 量の=ル ペン全

液面 に拡がつた◎

以上の液体培地 のいずれ において も,BCGに 較べれ

ば菌膜の発育速度 は明らか に遅 く,且 つ薄い菌膜は所々 亀

に涜様 の厚 い層 を形成 して粗硬 な感 を与え,BCGの 菌

膜 とは明らかに相違 している。 垂

(4)肝 臓(モ ルモ ツ ト)ブイヨン加馬鈴薯(L.B.P)、

培地

(3)のL・B培 地 をもつて処理 した馬鈴薯培地である。

鶏 卵培地か らの菌塊 を塗抹培養 した所,初 代から発育は

相 当よ く,代 を累ねる と共 に良好 とな り,3週 で培地全

面 を被 うよ 弓になつた◎之 は馬鈴薯培地の内最 も優秀な

成績 を与 えた ものであ り,液 体培地 に充分発育せしめ得

なかつた期聞 中,馬 鈴薯培地における発育の観察やモル

モ ツ トに対す る毒力実験な どに専 ら役立たせ ることがで

きた。 蹟

(5)グ リセ リソ水 馬鈴薯(G,W・P)培 地

初 めは2,3代 累代す ると発育が見られ なくなつたが,

嘉Kirchker培 地
アスパ ラギ ン

覧一燐酸 加里
第二燐酸曹達
絢橡酸曹達
硫酸 マグネ シウム
グリセ リン

蒸艘水
蘇 肝 臓(モ ル モ 弘 ト)プ イ 鷺 ン培 地

1)モ ル モ ツ ト肝 臓

蒸 衝 水
2)浸 出液 を

3)原 液 ・

第1燐 酸 加 璽
グ ル タ ミ ン酸 曹 達

グ リセ リ ン

潔一 一
21蒼}曙 拾 で6・ ・～7・・C・6・分 間灘

10㌍C,60分 闇 加 熱 後 濾過,原 液 とす る

撫 100◎C,60分 聞滅 菌NaOHに てPH7・2に 修 正
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繰返 し努力を重ね る内・漸 く生育せ しめちることを知つ 移植 した菌膜 は次 のよ うに して準備 され たcBCGは

た。すなわ ち・鶏卵培地からの菌塊 を塗抹,5週 後辛 じSautoll馬 鈴薯培地か らSautcll培 地 に移植 した初代の

て増殖を認め得た集落を さらに累代 し,以 後3～4週 毎14H培 養を用い,V"lerr3acillu$は/J・ 川培地上の 集 落

に移植 現在11代 に及んでい る◎6代 目か ら発育は促 か ら移植 して生 じたSal:t"it培 地上の菌膜 を4代 同培地

進 して培養2週 目には培地 面の 差を被 うよ うにな り,6に 継代後,5代 日の35日 培養の菌膜 を移植 した。従つ'

週 目には管底部液面に薄い菌膜を生 じた。以後発育は頗 てBCGはtiaut"ii培 地2代H,VvユeBac111u,9は6

る艮 く・移植後4週 目には菌膜 を生 ずる・ この菌膜 は液 代 目の菌膜が実験に供 された訳 である。

体培地に移植す ることができ る◎ ・ 本難 灸開始噸 には,前 述の馬鈴薯搬1ま ,肝 臓エキ

(6)Sauton馬 鈴薯(S-P)培 地'ス 加培地1を除いては満足すべ き成果 を見てお らず
,従 つ

鶏卵培地か らの移植は凡 て失敗 した◎G"XV--P培 地5て1〈 。ux試 験管 に底部の菌膜を利用す ることが で き
.な

週培養の第1代 か ら移植 した ところ2初 めは点 々と僅 か かつたので,VdleBaeiIhk$をSaUt。lt培 地 に直接表

に発育す る程度であつたが・3～4週 毎 に移植 を累 ねて 面培養する為 に次 のよ うな方法を用 いた
。 ・

3代 目に至 ると発育は漸次好転 し・5代 月には管底液 面 固形培地上の菌塊 をと り
,'ua8aute・i培地を容れ た試験

に菌膜を生 じた◎この菌膜 はG・W・P培 地 におけ るよ 管壁 に塗布することによつて培地表面 に薄い菌膜 を作 ら

りも梢々厚 く・培地面 の菌の発育 も6代 以後は一層良好 しめ,之 を次 々にSaxtgli培 勉に移植 したのである
。こ

で・現在10代 に及んでい る¢ の方法に よれば,V◎le}≧a¢1恥sの 菌膜 をSaxt◎xx培

(7)牛 胆汁馬鈴薯培地 地⊥に容易 に作 ることが できる◎

鶏卵培地からの移植 は凡て失敗 に帰 した"S-P培 地7な お・培養濾液については,動 物及び人体 に皮内反応

代,G-W-P培 地8代 の,馬 鈴薯培地に よ く発育す るよ を試 みたが,之 は稿 を改めて報告するゆ

うになつた醜 を響 培養 したが・4～5イkif植 螺 ね 実 験Pt績

る内増殖を全 く認め得な くなつ た91)培 地PHの 変動

(8)グ リセ リソブイaン 馬鈴薯培地 培養時 のPIIは68で あつ たが,BCGで は2～3

S-P培 地7代 ・G-W-P培 地8代 の3逃 培養を移植 し 週頃には弱 アル カ リ性(7.4)を 呈 し,次 で4週 以後酸性

現在8代 に逮 している◎増殖は思 わ しくな く,疎 らに菌 に転 じた。VeleBacMosで もその経 過は略 く同様で,

集落の増殖を認める程度である◇BCGよ りも約 ユ週遅れて酸性に転 じた。

以上の試みから鶏卵培地以外 の ものに も菌が増殖 しう2)菌 膜の重量

ることを知つたが・特 に液体培地におけ る発育は甚だ興 菌膜の重量(培 地1本 当 りの平均値)は ,第1表,第1

昧藻 く思われた◎ 図 に示す如 くである。BCGとV・leBacilXu$と の

3Sauton培 地上 の発育 につい て(本i実 験はSautonL培 地上 におけ る発育速度に大きな差違 のあるこ

L950年8月 から開始 された)と が見 られ る◎BCGは 第1週 から第2週 にかけて急激

笑 駁 方 法:

sauton培 地(培 養時PII6・8)TaolelGrowthonSauiCoft雪 呂 魏edia e

を容量300c£.の 三角 コルペ ン48

本に100cc宛 分注,半 数にはBCG

を,半数にはV◎leBaci11usを 夫

夫1渦 巻白金耳(径7mm)宛 移植,・

37◎Cにて培養,培 養後2,3,4,

5,6;8及 び ユ0週 の各時期 に,

両菌株共3本 宛の コル^:ン を取 りだ

して発育状態 を比較 した。 認ルベ ソ

3本について測定 したのは
シ=ル ペ

ン毎の発育状態の差異 を考慮 した為

である◎測定は培地PH,コ ル ペン

1本(培地100cの 当 りの菌 重量(湿

醗 量は濾紙13枚 には さみ5009

5分聞圧迫吸湿後測定 ・3本 の培地Nove;nニNosofmea8uredBaCilli
,

②平均値を以て表わす)及 び菌体 の6=StandardDeviation

長さについて行つ た。
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尺34
-一 麗 齢 ♂

∫ 6

な増殖 を示 し,対 数期(L(》garit!xrxicPhase)に あるこ

とを思 わ しめ るが,第2週 以後の諏量増加程度は漸次減

少 し,第4週 において菌重鐙は極値 を示 し,以 後 は稻 蔵

減少 の傾両にある難X'{3ヱeBaeiliaxgは,2週 迄 の発育は

極めて悪 く,僅 か2伽 轡 にす ぎないが,以 後急速 に増

、殖 を始め,IICGの2～3週 におけ ると略 ζ同様 な増加

傾向を以 て第5適 迄増加 し,以 後は増加率を減 じて第6

週において菌重量は最大に達 している難

湿潤 菌軍量 と乾燥 菌重量 とか ら,同 一吸 湿条件下 にお

ける両菌株の湿潤菌膜 中に含 まれ る水 分の割合 を比較す

ると,Vele1}adU囎 の方かBCGに 比 して梢 幾少 く,

菌膜 の粗霧 な外観 とよく一致 するよ うに思われた○乾燥
ぜ

菌燈 か ら み る と,6週 以後 はVoleBacill",gの 方 が

1;CGよ りも穂 ミ多 い よ うで あ る#

3)菌 体 の 長 さ

培 養 後 第2,5及 び8週1躍 に 両株 共塗 抹 標 本 を 作 り,

ZieW--Neels{-L}]染 色 を施 した後,1000個 以 上 の 菌体 に

つ い て長 さを計 測 し,そ の平 均 値 を求 めた 。 第1表 の如

くジV囎BacilXusはB(てGに 比 して明 らか に 長 い。表

申asの 驚 か ら も知 り ケる よ うに,Vd¢BaeillHsで は

大 小不 同 が 著 し く,大 き い ものは 御 を超 え,し か も甚

だ多 型 性 で あ る こ とはBCGと 相違 す る点 で あ る◎ 両 株

輿培 養 日数 の増 加 と共 に菌 の長 さ を幾 分増 してい る¢

4Kirchner・-Sy-Ser培 地 上 の 発 育 に つ い

て(本 実験 は1950年4月 か ら行 わ れ た)

実 験 方 法:

培養方法,培 地分 注量,観 察方法

等すべて前実験 の場合 と全 く同様で

ある。

移植 した菌膜 は次のよ うに準備 さ

れ た。

BCGは 牛胆汁馬 鈴薯培 地 か ら

Saut◎it馬 鈴薯培地 に移植 し,2代

累代後,Santon培 地に移植,4代

目の菌膜 をKirchner-Sy-Ser培 地に

移殖 して生 じた菌膜 を,X'oleBac-

MusはSaut◎n培 地7代 目の菌膜

をKirchner-Sy-Ser培 地 に移植 し

て生 じた24日 培養の菌膜 を,そ れ

ぞれ用いた◎従 つて本実験には両株

共Kirchiter-Sy・Ser培 地2代 目の

菌膜が供 された訳 である◎

実 験 成 績;

1)培 地PHの 変動

全経過 を通 じて,両 株共 アルカリ

性 に経過 し,殆 ど差異は認められな
8/0 ゆ かつた

0

2)菌 膜 の重量

Sauton培 地の場合 と異 な り,VoleBacillusの 発育

は極 めて急速 であつた◎第2表,第2図 に示すよ うに,

培 養第2週 におけ る菌距量 はBCGの 垂 程度にすぎな

いが,以 後 の増加率は顕著 で,3週 以後 の発 育 曲 線 は

BCGの それ と殆 ん ど差異がなかつた◎ 湿潤蔚膜に含ま

れ る水分の量 は,Sauton培 地の場 合程 の差異 を示 さな

かつ たが,VoleBuciilusの 方が,幾 分少いよ うであつ

た。

3)菌 体の長 さ

前実験 の場合 と同様 に1000個 以上 の菌体 について測

定 した。測定に毎週の培養 について行われ た¢P・{・'Gの

第3週 を除けば,V・ieBacillu8は,常 にBCGよ りも

大 き く,旦 つ培養 周数 と共 に長 さは増大 している◎崩昏

t◎lt培養 の場合 よりも一般 に短形であるが,σ の値から

も知 りうるよ うに,BCGに 比 して大小不同がやや明ら

か であつた¢

総 括 ・考 按

以.上の実験 からVoleBacillusはSanteRあ るいは

Ki「chner(Sy-Ser)培 地の ような極 く普通 に 用いられる

液体培地 に表面培養すること もタ馬鈴薯培地に発育ぜ し

め,管 底部液面に生 じた薄い菌膜を液体培地 に移植培養

すること もできることを知つ た。之 はVoleBacillu9

に関す る色 々な実験 を行 うに当 り,甚 だ肩用 な知見であ

ると思 う¢ 。 喉

実験成績が示す よ うに,Sautoit培 地 はV◎leBsci1り

・・一一38一
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Table 2。GrowthonKirc㎞er書8泌edia(Sy-Ser)

ゴ冒
τ「
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Iusの 発育に対 して,BCGに 対す る程促進的ではない

ように思われ る。之 に対 してKirch論 α(Sy-Ser)培 地は,

その発育曲線が示す よ うに遙かに促進的 であ り,Sauton

培地よりも一層好適 であるよ うに思われ る。 このことが,

培地成分として含まれる血清に基 くであろ うととは想像

に難 くない。又 でルモ ツ トの肝臓 ブイ ヨン培地 及び同培

地で処理 した馬鈴薯培地 におけ る良好 な発育は,未 だ詳

紬な追求に欠けてはいるが興味潔い点で・VoIeBaeiI"

Iusに 対す る感受性動 物の臓 器エキ スを加 え た 培 地 に

eug。nicな 発育をみた とい うG瓢ss¢ で等4)の 報告 と共

に今後更に追求 され るべき ものと思 ㌔

『菌体の大 さが
,培 地成分や培養代 数,培 養 日数等に よ

つて相違することは多 くの菌について明 らかに されてい

るが,VoleBacillusも 亦前述 のよ うに,S`搬t⇔12培 地

とKirchner培 地 とでは相違 し,更 に叉発育 の旺盛の時

期においては稽 ヒ小型であつ た登 しか しB(讐Gに 比すれ

塗

ゼ

冨

W
ーζ

ぱ勿論大 き く,こ の ことは,我 々が

他 の培養条件下 において検査 した成

績か らも知ることができる鞭之につ

いてBro"kei)は 愛組織内では

3・6y,培養 では2・5ge,大 きな ものは

8～10μ に及ぶ と記載 し,我 々も6・卯

あるいは之 を越す ものを殆 ん ど常に

見 ることができたご菌の多形性(S

字形y半 円形等)や大小不岡はBCG

に比 して顕著 で,顯 粒の染 り方は一

般 に13CGよ りも鮮明でやや大きい

ように感ぜ られ るさ

液体培地表画培養の菌膜は,川 マG

とその性状 を異に し,培 養3週 に し

て薄い菌膜が表面全体 を被 うがy次

で菌膜 の処 々に厚い沈横の盛 り上つ た層を形成 しつつ,

全体的 に厚味を増加す る,r>膜表面の激駐 はB('Gの よう

菌 州 培養條 件 最大 最小Mσ2k

Vo逡
a,i伽,卜 　嚇
〃 　小 川5週

6.徽 孟1。6μ2.77μ0。89918

5.6ユ 。62。120、60877

BCG
1小 川

2週3.21.21.720。23743

に細か くな くひ粗硬な感を与 える。 このよ うな外 駕は,

他 の蔚株の場合 と明 らかに相違す るよ うに思われ る濤

結 論

VoleBaeilki$を 馬鈴薯培地及 び液体培地 に移横 し,

その発育状態 を観察 したΦ

1)グ リゼ リン水馬鈴薯}S訓 毛櫨 馬鈴薯,肝 臓ブイ

ヨソ馬鈴薯等 には相当よ く発育 し,管 底部液両に菌膜 を

形成するよ うになつた。
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2)Sakton培 地 におけ る発育は2週 迄 は1;CGに 比

して遙 かに遅 く,BCGで は4週,VdCB麟U翻 では

6週 に最大菌量に逮 したes培 地のPIIはBCGで は4

週,Vd¢Ba磁1囎 では5週 以後酸性 を呈 したw

3)/l〈ierehxxer(Sy-Ser)培kLfに おける発育は相当良好

で,3遡 以後 の発育 はBCGと 殆ん ど同様 であつた◎

PHは 両株 共常に アルカ リ牲を暴 したe

4)V{痴Bncillmsは 多型性て大小不 同が著 しく,菌

体は}≧CGよ むも長かつたPt但 し培養 日数や培 地 に よ

り,長 さには多少の違いがあ り,発 育旺盛 な時期 の もの 幽

は幾分短かかつた。
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